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1   はじめに 

炭素質コンドライトは，CI，CM，CR などのサブ

グループに分類されるが，一部の炭素質コンドライ

トはこれらに分類されないものもある。Chwichiya

002 隕石は，2018 年に西サハラで発見された，未分

類のタイプ 3.00 炭素質コンドライト(C3.00-ung)であ

る。Chwichiya 002は，熱変成や水質変成の影響をほ

とんど受けていない非常に始原的な炭素質コンドラ

イトであると考えられている[1,2]。Tarda隕石は，未

分類のタイプ 2 炭素質コンドライト(C2-ung)であり，

D 型小惑星由来の可能性が提唱されている[3]。本研

究では，Chwichiya 002 および Tarda について，走査

型透過 X 線顕微鏡(STXM)，顕微ラマン分光により

有機物の分子構造の特徴と分布を調べ，変成過程の

影響を明らかにするとともに，太陽系の有機物の多

様性と普遍性の解明を目指す。

2   実験 

STXM 分析用には，粒径数百 µm 程度の隕石粉末

を金板に圧着し，集束イオンビーム(FIB)装置を用い

て厚さ 100  nm の薄片を作成した。フォトンファク

トリーBL-19A の STXM を用いてスタック画像を取

得し，スタック画像から炭素が豊富な領域の炭素 K

端 X線吸収端近傍構造(C-XANES)スペクトルを取得

した。C-XANESスペクトルは，Le Guillouら[4]の手

法を用いてガウシアンフィッティングを行い，官能

基の含有量を比較した。

顕微ラマン分析には，金板に圧着した隕石粉末を

用いた。ラマンスペクトル中の Dバンド(~1350 cm-1)

および G バンド(~1600 cm-1)に対し，Lorentzian and 

Breit-Wigner-Fano (L-BWF)モデルを用いてフィッテ

ィングを行い，D，G バンドのピーク位置，半値幅，

強度比を得た。顕微赤外分光には，KBr またはダイ

ヤモンド板に圧着した隕石粉末を用い，赤外透過ス

ペクトルを取得した。

3   結果および考察 

C-XANES による官能基分析の結果，Tarda に含ま

れる酸素含有官能基(C=O/COOR)の量は，Murchison

隕石(典型的なタイプ 2CMコンドライト)と同程度で

あったのに対し，Chwichiya 002はこれらの隕石より

も低かった。このような酸素含有官能基の減少は，

Chwichiya 002の変成度が低いことに起因している可

能性がある。また，Chwichiya 002における芳香族炭

素の含有量は，Tardaや Murchisonよりも低く，これ

は Chwichiya 002が Tardaや Murchisonに比べて熱変

成度が低いことを示唆している。 

顕微ラマン分光によるChwichiya 002のGバンド半

値幅の値は Murchison のそれよりもやや高い傾向に

あり，これは Murchison よりも熱変成度がわずかに

低いことを示唆している。一方，Tarda の赤外スペ

クトルでは 2900 cm-1付近に明確な脂肪族 C-Hのピー

クが認められたが，Chwichiya 002ではこれらのピー

クが弱かった。これは，Tarda の有機物含有量が

Chwichiya 002よりも多いことを示しており，これま

での研究[2,5]とも一致している。通常，脂肪族 C-H

バンドの欠如は有機物の熱変質の進行を示すが[6,7]，

Chwichiya 002の始原性を考慮すると，もともと有機

物含有量が少なかった可能性がある。これは，

Chwichiya 002の母天体が有機物の少ないダストから

形成されたか，あるいは水変質過程時の有機物形成

の欠如が考えられる。

4   まとめ 

本研究では，未分類の炭素質コンドライトである

Chwichiya 002隕石と Tarda隕石を中心に有機物の分

析を行った。本実験の成果とこれまでに得られてい

る様々な地球外物質の分析結果と合わせ，これらの

有機物の特徴や進化的な関係性を明らかにするとと

もに，多様な過程を経てきた太陽系の有機物を包括

的に捉えることができると期待される。 
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